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パ ル ミラ語碑文(3)

酒 井 龍 一‡

PalmyreneInscriptions3

RyuichiSAxp,i

は じ め に

本稿は、奈良 ・シ リアパル ミラ遺跡学術調査団(樋 口隆康団長、泉拓良隊長)に おける 「パ

ル ミラ碑文解読マニュァル」作成のための初歩的な学習記録である。 これまでの2回 は、いわ

ゆる 「墓碑文」の概要を把握す る作業に努めてきた。まだ初歩的な誤 りが多いが、碑文研究の

予備作業として試行錯誤を重ねてい く。ここ数回は、いわゆる 「列柱碑文」をとりあげる。

従来は先学の論文を教材としてきたが、昨年夏には現地で強風 ・灼熱 ・高所 という条件なが

ら拓本を数十枚とってきたので、今後は実際の碑文を提示す ることができる。先ず今回は、列

柱道路中央に位置する 「四面門」の東側道路南列の6碑 文(1～6)と 、 「べ一ル神殿」内の

南西部の1碑 文(7)を 検討する。碑文の年代は、前者が西暦257/8～267年 、後者が西暦14

2(?)年 のものである。

ついては、次の文献等に依拠 しなが ら作業を進めてい く。ただし提示する単語の意味や品詞

あるいは人名の表記等は、すべて 「目安程度」のものであり、とうてい文法的に正確なもので

はない。もちろん将来における 「パル ミラ語辞書」ならびに 「パル ミラ語文法書」の作成をめ

ざ してはいるが、それには永 き時間と無数の試行錯誤が必要である。
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碑 文1

コ 渦 駄 ヘペ ⊃,も へ っ っ騒 メ5尺 ♂《bも ～歳

アウレリ似 ユll似 の この 像

ぺJ鰍 っレ5r,騒3ン ペ も恥 曳5J時h』b

隊 商 の長 アブディ マーラ の息 子 シャ1瞬ラート

迅曳見 ・上 ⊃b騒 玉 禍 へ5刈L亟 恥 ・鳥ペ バ

彼の 名誉の渤に 人民 と 元老院 彼の渤に 建てた ところの

メ3,Jibi{b♂ 《ゐ 勉,レ 見3♂ 《 っ騒

彼 の 資金 から 無 報 酬 で 隊 商 案 内 した ところの

σ1ノ ノ ノY33、 ツY、 ム5レ

569(A.D.257/8)年

「訳J』 曳 っレ ヨ 曳 ・隊 商 の 長 」 で あ ったrゐ い も』し ・シ ャ ル マ ラ ー ト」 に関 す る碑 文 で

あ る。 彼 は そ のパ ル ミラ名 と と もに 、 「コ 、5曳 へ 忍 コ 油 へ っ ・JuliusAurelius」 とい

う ラテ ン名 に 由来 す る名 前 を もつ 。ri{b・ 無 報 酬 」 で 「訳 ぬ 曳 っb・ 隊商 」 を 「鳥 コペ ・

案 内 した 」功 績 に よ り、 「コb騒 玉 ぺ5へ 」 ・元老 院 と人 民 」が 、彼 の像 を 列柱 の持 ち送 り

上 に建 て た もの で あ る。 た だ し、 そ の像 は既 に 失 わ れ 現 在 は存 在 しな い。

動 詞 のrb・ 局 忍 ・建 て た 」 は 、像 の建 立 を 意 味 す る用 語 と して 一 般 的 に使 われ る。

「K5へ3・ 元 老 院(senetus)」 は、 ギ リシ ャ語 の 「βovλn」 、 そ して 「コb'{・ 人 民 」

は 同 じ く 「δ ゐμos」 か らの借 用 語 で あ る。 通 常 、 「コb曳 玉 忍 きヘコ ・元 老 院 と人 民 」

と連 続 して 呼 ばれ る こ とが 多 い。

そ の 元老 院 につ いて 、 パ ル ミラ研 究 者 ・小 玉(1980)は 、 「元 老 院 は パ ル ミラ最 高 の 政 治 機

関 で あ る。 元 老 院 議 員 の 定 数 は明 らか で な いが 、 会 議 に は書 記 と二 名 の 執 政 官 が 参 加 した 。 書



酒井:パ ル ミラ語碑文(3) 1sg

記は人民の代表として加わったので、 「元老院と人民」の書記と呼ばれた。二名の執政官(コ

ンスル)制 はローマ共和政時代にさかのぼる古い制度であり、シリアではボスラ等の都市にそ

の例がみられる。執政官 は元老院議員でもあり、また軍事権を掌握 して将軍(ス トラテゴス)

としての役割をも果た したと思われるが、執政官の選出方法、任期、職務内容などは明 らかで

ない」と解説 している。

碑文の最後にみるセレウコス暦の569年 は、何月かの明記がないので、西暦では257年 か258

年のいずれかに該当することになる。

碑 文2

♂{捕3x『 【へ{《 へ ⊃,い 《へ ♂《上

騎 ± ウォロード アウレリウスのために

呪 』 ンH,曳b尺 ゐKも へ5,』 へ

造 ・た タドモル(勘ミラ)人 献 元老 院議 員

メ`{昂,』H1ン`(ド 曳」f.二f沁 ンS』

彼の 名誉 倣 龍 冊 シャ の息子 熾 キブ

叩1』a1』 〒Yゐ5》

570(258/9)年

「ぺ 昂3メ ・騎 ± 」で 、か っ 「ぺ もへ5,.y・ 元 老 院議 員 」で あ った 人 物 ・rr【 へ 駄へ ・ウ ォ

ロー ド」に 関 す る碑 文 で あ る。そ の名 前 はrHurauda」 と い うペ ル シ ャ名 に 由 来 す る と い う(Stark

1971)。 彼 は ま た 「コ,S曳 へ♂《・Aurelius」 と い う ラテ ン名 に 由来 す る名前 を もつ 。 碑 文 中

の 「r【へ 『 へ 」 の初 め2文 字 は欠 落 し不 明 瞭 。3～6も 、 この 人 物 に関 す る碑 文 で あ る。

「・{』y・ 造 った 」 は、 「憶,見 ぺ ・建 て た 」 と と も に、 よ く使 わ れ る動 詞 で あ る。

彼 の身 分 を 示 す 眠 見 ニメ ・騎 士 」 は、 ギ リシ ャ語 の 「`π π`κos・ 騎 ± 」 か ら由来 す

る とみ られ る。 同 じく身 分 を 示 す 「ぺ もへ 』 ↑』 ・元 老 院 議 員 」 は 、 ギ リシ ャ語 の 「βoUλ
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εUτ ηs・ 元老院議員」からの借用語 とされ る。 「`{h蔑」い タ ドモル」は、いうまで もな

く 「パル ミラ」の原地名である。当然なが ら、 「べ 】曳b級 ゐ ・タ ドモル人1は ギ リシャ ・ラ

テン語で表現される 「パル ミラ人」を指す。ペル シャ的 ・ラテン的名前をもつこの人物に対 し、

パルミラ人と明記されていることは面白い。

セレウコス暦570年 は、何月かの明記がないため、西暦258年 か259年 に該当する。

碑 文3

N3文 も3hjも ⊃ もr鳥 尺 へ 曳 へ ⊃ っbも3⊃

(身 分B)(身 分A)ウ ォロード セブティミウス

墨r渇i5為 】局 ぺ 】覧く ぺ 曳i鴻 へ縁

彼 の名 誉 の渤 に 建 立 した ところの(身 分C)

ぺ 曳1"へ 尺y妙 文」 鬼く」1へ 」3⊃,5ヘ ペ ⊃,5へ 】

材 ラ シャドウ の息 子 ナブ群 ド アウ四 ウス 叫 ウス

迅b株 曳7s5rs7兎{べ{駄 も ⊃ ぺ

彼 の 友 植 民 地 の 将 軍

5へy⊃ 」"文,」1ノ ノ ノ,、 、 、 つ ン 」』S》

キスルール 月C574(262)年

これ も 「尺 へrへ ・ウ ォ ロー ド」 に 関 す る碑 文 で あ る。 そ の 名前 は、 先 述 の よ うに ペ ル シ ャ

名 に 由来 す る が 、 彼 は、 加 え て 「コ1bも3⊃ ・Sept血ius」 とい う ラテ ン名 に 由来 す る名 前

を もつ 。 碑 文2で は ウ ォ ロー ドと ラテ ン名 の ア ウ レ リウ スが記 され て い た が 、 碑文3で はセ プ

テ ィ ミウ ス と い う名 前 も記 され て い る。後 で 紹 介 す る よ う に、小 玉(1980)に よ る と、ウ ォ ロ ー

ドの 正 式 名 は、 セ プ テ ィ ミウ ス=ア ウ レ リウ ス=ウ ォ ロー ドとい う こ とな ので 、 両 者 は1司一 人

物 と い う こ と にな る。
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注 目点 は、 両 者 が 同 一 人 物 な が ら、 記 され て い る身 分 が 両 者 で 異 な る こ とで あ る。 名前 に 続

く3つ の 単 語(「 身 分A・B・C」)は 、 そ の 身 分 を 表 わ す 。 残 念 な が ら、妥 当 な和 訳 は で きな

い が 、(:antineau(1935)に よれ ば 、Aの 「⊃ も ⊃ も 曳昂 」はギ リシ ャ語 の 「κρ τ`σ τoζ 」

(貴 族 等)か らの 借 用 語 で 、 ラテ ン語 のrviregregius」(名 誉 あ る市 民 等)に 該 当 。Bの 「K

3曳 も3H」 は ギ リシ ャ語 の 「ε π`τ ρoπs」(知 事 ・総 督 等)か らの借 用 語 で 、 ラテ ン

語 の 「procuraeur」(収 税 官 等)の 該 当 語 。そ してCの 「ぺ 曳 一 へ'{」は 、ラ テ ン語 の 「ducenarius」

の借 用 語 と され る。 「ducenarius」 は 、r羅 和 辞 典 』 で は 「200の 」等 の 意 味 で あ り、 身 分 と

は無 関係 の単 語 の よ うにみ え る。rduc互tus・ 最 高 司令 官 」 に で も関 係 す るの だ ろ うか 。

そ の像 を建 て た 「茎 憶臓 曳 ・彼 の友 」の 「思 」」tへ 」3・ ナ ブ ザ ブ ド」は 、ギ リシ ャ語 の 「召

{曳 も ⊃ぺ ・将 軍 」 とい う身 分 を もつ 。 それ は 、 ラ テ ン語 のfstrategus」 か らの 借 用 語 で 、

ギ リシ ャ語 の 「δrparη γos・ 将 軍 」 に該 当 しよ う。

「ぺ 】5い 唱 ・植 民 地 」 は ラ テ ン語rcolonia・ 植 民 地 」か らの借 用 語 で あ る。

セ レウ コス 暦574年 キ スル ー ル 月 は、312を 引 き算 して 、西 暦262年12月 に該 当す る。

碑 文4

コ へ3bも3コ ㌻覧{)Cい{YJ』 外

セ方 イミウス の この 像

,覧{n曳5}唱 へ 思H3皇 も3H覧 くへ 曳 へ

の(身 分C)(身 分B)ウ ォロード

メ 」LYJ、 渇A,、{⊥ 曳b曳 コ 昂

彼 のために 建 てた ところの わ醐 ゆ主 君 カエサル

)く曳 見,も 」 へ 亀も覧{へHき へ』

彼 の名 誉 のために 人 民 と 元老 院

ノ ノ ノ,愚3匙 ウY。 ゐ3b、 思 噸 コ,3x曳,』

573(262)年 の け ン 月 に
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これも、碑文2・3と 同一の 「思へ曳《 ・ウォロー ド」に関す る碑文である。この像 も今は

存在 しない。碑文2に ある身分Aの 記載はなく、B・cは 先の碑文と共通 し、別に 「⊥文b
`{コ}う・われわれの主君 カエサルの」という肩書 きが付加 されている。

碑 文5

懇
灘

毒
醜
鞍

.～
艦
謝

.

織
愈hヤ

糊 雛 雛 ε

龍謙 鱈

ゆぬ 　

灘欝灘

雛灘
訳3曳 い ペ コ へ も コ い 昂 蔑 鷹rヘ コへ3bい コ

(身 分B)(身 分A)ウ ォロード セ方 イミウス

コ りSへ ・っhっ 鴻 ペ ペ もコ 執 ぺ3」 ぺ 駄5局 級

ユ1}ウス 建 て☆(身 分D)そ して(身 分C)

コ へ 昂 ・3)く ぺ 慧 っ コ へ っhも 一 一 コ,5哩 ヘ ペ

騎 士 ヤダ セ方 イミウス アウレリウス

姻 っ■ へ 」 つu執 つ株 コ へq5コ 」 』ぺ 畑

名 誉 の燃 サリクーMラ ン アレキサンドロス の息 子

っ蔑tへ3コ"駄 りヨ 峯h,局2」 塾b株 噸

の シワン 月 に 批 彼 の守 護者 彼 の 友

ノノン,、aanyゐ3廿

577(266)?年

この碑文 も2・3・4と 同 じく、ウォロー ドに関するものである。これは、 「峯b,見 玉

迷b"駄 ・彼の友人で守護者」の 「コへ見3ス ・騎士」である,「ぺ蔑,・ ヤダ」が、彼の像を

建てたもの。 こうしてみると、同一人物の像を、短時間の間に複数を建てることもあったよう

だ。ただ し、その像 も今は存在 しない。

人名に続いて、先に紹介 した身分A・B・C.に 加えて、 「身分D・ ぺ も・ヨく曳ぺ」(市 の司

令官?)と いう単語が付加されている。
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碑 文6

」 へ も ⊃ も`{昂 縁 へ 《くへ ⊃へ3bも3⊃

(身分A)ウ ォ臣 ド セプティミウス

訳 も』{曳 ぺ へH`(3見 呈H3`{も3ぺ

(身 分D)そ して(身 分C)(身 分B)

♂《hと レ ⊃,、{く ヘ ペ ⊃ り 』 へ りh,見 ペ

シヤルマ アウ四 ウス ユリウス 建 てた

♂い55)く,5yh《 く』 訳5,コ 見 曳』

騎 士 マヤナ の息 子 カシア双 の息 子

スhへ,見 へ 茎h臆 曳 曳局,上

駄彼の守護者 彼の友 名誉の働に

ノ ノ ノY,、 、 、,YゐSレ う コ,S株 曳,』

578(A.D.267)年 ニサーン 月 に

これ も同 じく、碑文2・3・4・5と 同一人物のウォロー ドの像を建立に関する碑文である。

彼の友である 「****・ シャルマ」が、それを建てたことを記 している。ここにも、人名に

続き、4つ の身分が書き込まれている。

これまで紹介 してきたウォロー ドが大いに活躍した有名人であったことは、これ らの碑文か

ら推察できるが、小玉(1980)は 次のような彼のプロフィールの紹介を している。

またこれ ら2将 軍φほかにセプティミウスeア ウレリウスeウ ォロー ドが

いる。ウォロー ドはペルシャ名であるが、やはりパル ミラ人であり、行政長

官、祭祀長などの要職を歴任 したことが、いくつかの碑文によって分か って
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いる。ゼ ノビアの遠征中、パル ミラにあって留守をあずかったのも、この人

物か と思われる。

先にとりあげた身分を表す単語の中に、その 「行政長官」や 「祭祀長」に該当するものが含

まれるかもしれない。なお、2人 の将軍とは、セプテ ィミウス=ザ ブダーと、セプティミウス

=ザ ッパイという、西暦273年 のパル ミラ崩壊の直前に活躍 した人物であると紹介されている。

ここで、5つ の碑文に記載されているウォロー ドの身分を、下に整理 してお く。

ウ ォ ロ ー ドの 身分

♂{局3)く

Hも へ も,」

コ へ も コ も 鬼 昂

R3文 も3n

べ 曳3玲 図

♂{もyモ 駄ぺ

(騎 士)

(元老院議員)

(身分A)

(身分B)

(身分C)

(身分D)

西 暦258/9262263266267年

碑文2同3

0

0

○

○

○

同4同5同6

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

碑 文7

隷

凝i・

i'識

慧 .、勲..一 難 曝1

綾 懸 臨睡 一

噸』hい へ 駄』 ベ コi駄 』 ぺb"駄 』 ヘ コS1亀{)く い 【"ムb界

α息子 ハラー の息子 ネサー の息 子 ハラー の息子 ネサー の この 像

見bコ っ・{忍J斡 山15』)く 」Lh,・ も訳,亀{,⊃ 』y駄 』 も以3r

上 った ところの 隊商 人 達 彼 のために 建 立 い ところの アビサイ の息子 ラフ7エル

iへ)く 上 紹 レ1亀{bq{』 べ 山 く・団ib玉J瞬3ih≧ ～hy

彼 らに対 し 意 に純 った ところの 故 に ポロゲシア から・献 フォラート から 彼 とともに

一 一)くhJ へ』 界 も 」里fへSギ{yへfへ)く サ級 』h見 へ

こと す《 において 彼 らを援 助 は ・献 彼 らを引 率 した 助 脈 ・勲

(欠)ノ ノ ノ,1L1」,1ノ ノ ノJ』5サfコ5凪 聖,』

453?(A.D.142?)年 ニサーン 月 に
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これまでが列柱道路に刻された碑文であったのに対 し、パル ミラ遺跡の中核である 「ベール

神殿」内の碑文を1例 だけ紹介 してお こう。同 じく活躍 した人物の像の建立に関する碑文であ

る。その年代は、碑文1～6よ り100年以上もさかのぼる。

この碑文は、小玉(1980)に よって、次のように滑 らかな日本文で紹介されている。

これはアビッサイの息子 ラファーエルの息子のハラーの息子のネサーの息

子のハラーの息子のネサーの彫像である。フォラー ト(ペルシァ湾岸の都市)

およびボロゲシアか ら彼とともに上った隊商人たちが掲げた。彼が彼らを快

くもてなし、引率者とな り、かつあらゆる方法で援助 した故に、彼に敬意を

表するために。四五三年ニサーン月に。

「h,レ 紬 ぺ ・ボ ロ ゲ シ ア」 お よ びIJ晒3・ フ ォ ラー ト」 は 、共 に 都市 の名 前 で あ る。

「浦 とコ ・上 った 」、 咄 昂玉 ・ま た助 け た 」、 「ヤ ニレ ・意 に か な った 」 等 はよ く使 わ れ る

動 詞 で あ る。

ま た 、 臼 へXb尺5・ 彼 らの 引 率 者(と して)、 あ る い は 、 彼 ら を 引 率 し た 」、 お よ び

rr唱 曳慧 ソ玉 ・また 彼 らを 援 助 した 、 あ る い は、 また 彼 らの援 助 者(と して)」 の語 句 は 、

まだ 検 討 の 余 地 を残 して い る。

身分 ・階級等に関する単語

最後に、 「身分 ・階級等に関する単語」を、これまでに気のついた分だけ掲げておく。訳語

や対応関係は目安程度であり、まったくの 「的はずれ」も含むとみられる。
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